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（柱３）⽀援者⽀援プログラム 
４－１．概要 

４－２．北海道⽀援情報ナビ 

４－３．フードバンク窓⼝連携事業 
 

（柱３）⽀援者⽀援プログラムは⼀般社団法⼈北海道ネットわーくの独⾃事業です 
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4. ⽀援者⽀援プログラム「北海道⽀援情報ナビの運営」（柱３） 

4-1. 概要 
北海道⽀援情報ナビについては、2020 年度の後⽅⽀援プロジェクトの調査結果から⽀援情報検索

チャット BOT「北海道⽀援情報ナビ」を開発。困りごとの内容から⽀援情報を検索できる仕組みである。
北海道庁 DX 推進課と連携、検索結果のゴール情報をオープンデータ化（北海道オープンデータポータ
ルに掲載）することによって正確な⽀援情報の永続的な提供、管理コストの軽減などを⽬指し、⽇々改
善しながら、各種相談窓⼝にチラシやカードを配布、配架するなど普及活動を実施している。これまで登
録 3,863 名に登録いただいている。 

4-2. 北海道孤独孤⽴対策（協⼒機関を通じた周知） 
北海層⽀援情報ナビに関する連携協定を北海道庁とコミュニティ

ワーク研究実践センター及び⼀般社団法⼈北海道ねっとわーくの 3
社で締結している。今年度の事業を通じて、フードバンクイコロ札幌か
らの働きかけにより、北海道内の AEON 全店舗（46 店舗）で、
北海道⽀援情報ナビカードの配架を⾏うようになった。さらに、AEON
内に設置されたカードをみて、北海道⽀援情報ナビを知った JR 北海
道から問い合わせ（⾶び込み等が多く⾃殺対策として掲⽰したいと
いう依頼）があり、JR 新さっぽろ駅及び上野幌駅でのトイレ啓発シ
ール及びチラシ等掲⽰につながっている。 
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4-3. LINEBOT 版北海道⽀援情報ナビ登録者について 
LINE 登録者数は 2025 年 3 ⽉時点で 3,863 ⼈となっています。1 年間（2024 年 4 ⽉〜

2025 年 3 ⽉）で 804 ⼈増加し、順調にフォロワーが増えています。 
このうちターゲットリーチ数（ブロックの⽅および受信設定されていない⽅を除いた数）は 3,263 ⼈と

なっており、⼀⻫メッセージを送信すると、3,263 ⼈には届くことになります。ブロック数は 10％前後で推
移しており、⼀般的な LINE アカウントより低い傾向にあります。 

 
性別や、年齢別にみると、62.0%が⼥性となっており、45〜49 の⼥性が全体の 22.2％を占めてい

ます。次に 40〜44 歳の⼥性（10.4％）、35〜39 歳の⼥性（8.1％）などとなっています。 
男性では、55〜59 歳が最も多く、全体の 5.8％、40〜44 歳の男性（5.6%）、45〜49 歳の

男性（5.6％）などと、登録者は、男⼥とも 30 代後半から 50 代前半が多くを占めています。 
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登録に⾄った経路（2024 年 4 ⽉〜2025 年 3 ⽉までの 824 件）については、下記のとおりであ
る。チラシやカードをみて登録した⽅はブロックすることはないが、ほかの経路（その他）で登録した⽅は
多くのがブロックする結果となっています。（過去に登録していたがブロックしたケースが含まれる） 

フードバンクから発送した⾷品に同梱したカードからの流⼊も 25 件ありました。 
 
経路 区分 キャンペーン 増加 ブロック 

【北海道】北海道⽀援情報ナビ     478 0 

 北海道【孤独・孤⽴対策】   478 0 

 その他   0 0 

   チラシ 162 0 

   カード 248 0 

   その他 68 0 

北海道⽀援情報ナビ     208 0 

 HP   131 0 

 チラシ   49 0 

 その他   28 0 

   カード 20 0 

   ⽀援を知る 118 0 

   その他 70 0 

フードバンク     25 0 

 イコロ   24 0 

 その他   1 0 

   カード 24 0 

   その他 1 0 

その他     76 142 

 その他   18 0 

   その他 18 0 

LINE 公式ポスター     1 0 

 その他   1 0 

   その他 1 0 

連絡先シェア     11 3 

トークルーム内ボタン     8 3 

友だち追加 URL・QR コード・

ボタン 

    17 1 
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5. ⽀援者⽀援プログラム「フードバンク窓⼝連携事業」（柱３） 

5-1. フードバンク窓⼝連携事業 
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5-2. フードバンク利⽤者データ分析  
C. 北海道⽀援情報ナビ経由 緊急⾷糧⽀援の 2024 年 4 ⽉から 2025 年 3 ⽉までの申込件

数は合計 71 件。このうち、32 件が相談を希望しない、39 件が相談を希望すると回答している。 
 

⽉ 4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3  合計 

市区町村名 4 6 3 1 5 11 7 5 4 9 5 11 71 

砂川市                       1 1 

登別市           1             1 

瀬棚郡今⾦町                   1     1 

滝川市⻄町                       1 1 

札幌市豊平区 2 1     1   1           5 

札幌市⻄区         1 1       1     3 

札幌市⽩⽯区 1       1 2   1 1 3 2 2 13 

札幌市東区   3 1 1 1 4 5 1 2 3 2 3 26 

札幌市⼿稲区   1           1         2 

札幌市南区           1             1 

札幌市北区   1     1 1 1 1     1   6 

札幌市中央区 1         1     1     3 6 

帯広市     1                   1 

⼩樽市               1         1 

余市郡余市町                   1   1 2 

上川郡美瑛町     1                   1 

札幌市（再掲） 4 6 1 1 5 10 7 4 4 7 5 8 62 
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5-3. フードバンク連携利⽤機関データ分析 
フードバンク窓⼝連携事業に登録していただいている相談事業所はさらに増加し、103 事業所
となりました。道内の登録事業所の分布および、「C. 北海道⽀援情報ナビ経由 緊急⾷糧⽀
援」で対応いただいている地域は下記のようになっています。 
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窓⼝配布セット申請（A）の 2024 年 4 ⽉から 2025 年 3 ⽉までの申込件数は合計 61 件。 

⽉別 4 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

合計 6 4 3 3 2 3 6 14 9 8 3 61 

⿅追町社会福祉協議会 1    1       2 

相談室 こると         1   1 

泊村社会福祉協議会        2    2 

森町社会福祉協議会地域福祉係          1  1 

当別町社会福祉協議会 1  1    1     3 

幕別町社会福祉協議会  1     1  3   5 
岩⾒沢市⽣活サポートセンターり

んく 
 1       2   

3 
地域⽀援センターライフネットゆ

うばり 
         1  

1 

南幌町社会福祉協議会        1    1 

南区社会福祉協議会        1    1 
函館市地域包括⽀援センターとき

とう 
1           

1 

京極町社会福祉協議会地域福祉課        1  1  2 

京極町社会福祉協議会 1       1    2 

三笠市社会福祉協議会   1 2  1  1  1  6 

コミュニティハウスれおん      1   1  1 3 

るもい⽣活あんしんセンター 1   1    2    4 

ねむろ⽇常⽣活サポートセンター       1   1  2 
なかしべつ⽣活サポートセンター

よりそい 
  1   1  2  1 1 

6 

つなぐしりべし       2 1 1 1 1 6 

そらちサポートセンター  1   1  1   1  4 

その他 1 1      1    3 

くらしサポートセンターえべつ        1    1 
【新篠津】くらしサポートセンタ

ー とうべつ・しんしのつ 
           

0 
【当別】くらしサポートセンター

とうべつ・しんしのつ 
        1   

1 
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窓⼝配布セットとしては、1 ⽇セット、3 ⽇セットがあるが、それぞれの申し込み件数は次のとおり。 
年末に最も利⽤が多くなっていました。 
 

  1 ⽇分 3 ⽇分 

2024 年 

4 ⽉ 10 24 

5 ⽉ 0 0 

6 ⽉ 0 60 

7 ⽉ 30 30 

8 ⽉ 5 27 

9 ⽉ 30 35 

10 ⽉ 0 30 

11 ⽉ 30 75 

12 ⽉ 12 153 

2025 年 

1 ⽉ 0 85 

2 ⽉ 33 105 

3 ⽉ 0 35 

合計 150 659 
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窓⼝経由個別配送申請（B）の 2024 年 4 ⽉から 2025 年 3 ⽉までの申込件数は合計 343 件 

⽉別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

合計 22 31 21 42 34 32 37 25 21 35 13 30 343 

⿅追町社会福祉協議会           2             2 

豊平区社会福祉協議会 4 5 3 9 7 1 4 4 3 4 3 4 51 

⻄区社会福祉協議会   1 1 3   2 3 3 1 5 2 3 24 

⽯狩市社会福祉協議会           1       1 1   3 

相談室あい（⻄区） 1     2       1       1 5 

⽩⽯区社会福祉協議会         1 4     2       7 

登録申請中                 1 1 1 2 5 

清⽥区社会福祉協議会 1 1 1     1             4 

泊村社会福祉協議会                 1     1 2 

東区社会福祉協議会 1 2 1 1 1 1 3         1 11 

札幌市社会福祉協議会     1 2 3 1   4 2 5     18 

札幌市⽣活就労⽀援センタース

テップ 
3 3 5 2 1 2 3 2 1       

22 

札幌市東区第 2 地域包括⽀援セ

ンター 
  2     1         1 1   

5 

⽇⾼町社会福祉協議会 1     2 2 2 3 1 1     1 13 

⼿稲区社会福祉協議会   3                 1   4 

幕別町社会福祉協議会     1   1 1   1 2 3   2 11 

就業・⽣活応援プラザとねっと                 1 1     2 

厚別区社会福祉協議会 1     1     3     1     6 

南区社会福祉協議会           1 2   1 2 1 1 8 

北区社会福祉協議会 1                 1     2 

京極町社会福祉協議会           1             1 

中央区社会福祉協議会   4 1 1 2   1 2 3 1 1   16 

⼀社）北海道セーフティネット

協議会 
1     1 1   1         1 

5 

コミュニティハウスれおん                       1 1 

オホーツク相談センターふくろ

う 
                      3 

3 

ひかり福祉会 1                       1 
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ひかり⼯房、あさかげ⽣活⽀援

センター 
                      1 

1 

なかしべつ⽣活サポートセンタ

ーよりそい 
        1               

1 

とかち⽣活あんしんセンター 1 2 2 2 1 2 2           12 

つなぐしりべし     1 2 1   1 3   3   1 12 

そらちサポートセンター 2 1               1     4 

その他 1   2 1 4 3 6 2 1       20 

しんぐるまざあず・ふぉーらむ

北海道 
      1     1     2 1   

5 

くらし・しごと相談処しりべし       1 1               2 

【深川市】暮らしと仕事の相談

窓⼝ 
                  1 1   

2 

NPO 法⼈⼥性サポートアジール       1   2             3 

JOIN 基幹センター 3 7 2 10 6 5 4 2 1 2   7 49 

 

5-4. フードバンク連携についてのまとめ 
「フードバンク窓⼝連携事業」はコロナ禍をきっかけに相談⽀援窓⼝の⽀援者⽀援を⽬的に、北海道

内における⾷糧⽀援の体制整備を⽬的に実施しました。（⾷糧⽀援は NPO 法⼈フードバンクイコロさ
っぽろに委託）本事業での取り組みによってフードバンク窓⼝連携事業の様式を変更し、相談⽀援と⾷
糧⽀援とつなぐ連携システムを実装。本⼈の同意を得て相談窓⼝に情報提供を可能にする仕組みを構
築しました。実績のフィードバック、報告等を簡便にすることで⽀援者の負担を軽減。今後の事業継続に
向けた負担⾦協⼒のお願いを⾏っていくなど次のフェーズに移⾏してきました。しかしながら北海道は広く、
フードバンク空⽩地帯はまだ存在しており、北海道全域で⾷べるものがない、という相談を通じてその困り
ごとと⽀援者を繋ぐ⾷糧⽀援体制の整備には時間がかかることを感じています。今後とも協⼒・連携を⾏
いながら、事業継続に向けた体制整備を拡充していく必要があります。 
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6. プロジェクトを通じて 

6-1. 3 つの事業の連動性 
本事業では柱１）柱２）を含む「北海道における⽣活困窮者⽀援ネットワーク【どうねっと】の運営」

を事務局として⾏いながら、道内の連携体制の構築及び基盤強化を⾏い、柱３「北海道⽀援情報ナビ
の運営」にて⽣活困窮者⾃⽴⽀援制度やその他の制度について周知を実施。さらに、北海道⽀援情
報ナビを通じて孤⽴する相談者に対し、「フードバンク窓⼝連携事業（北海道⽀援情報ナビ経由アウト
リーチ事業）」にて⾷糧⽀援を実施しました。その結果、北海道内にて孤⽴する相談者への緊急的な
⽀援を実施する⽀援体制を構築する事ができた。これはそれぞれを単独の事業として実施するだけでは
なく、連動させた事業として実施することにより、フードバンク窓⼝連携事業などの⽀援者⽀援の具体的
なプログラムを活⽤することで連携体制の拡充につながりました。 

6-2. 10 年後の地域へ 
コロナ禍をきっかけに、2021 年から本格的に全道を回りはじめ、それぞれの地域の⽀援者と顔の⾒える
関係性を作りから始め、3 年⽬の 2023 年 10 ⽉に北海道⽣活困窮者⽀援ネットワーク【どうねっと】が
発⾜。当初は北海道全域のネットワークには興味がなかった地域が【どうねっと】に加盟し、⾃地域のこと
を主体的に考え、そのために連携を必要としていく地域が増え、初任者研修に参加する⾃治体職員が
参加者の 3 割に⾄るなど、当初からすると明らかな変化が⾒えてきました。これは情報交換会をはじめと
する【どうねっと】の活動を通じて、地域の実情を共有し、今、⾃分たちはどのあたりにいるのか︖という現
状の共有を続けてきたからに他ならなりません。また、その積み重ねが⽀援者同⼠の孤⽴を防ぎ、⽀援
者も頼っていい、お互いに相談し合えるという関係性を構築してきました。この変化は 10 年後の北海道
内の⽣活困窮者⽀援におけるセーフティネット機能の強化に繋がっていくであろうと感じています。しかしな
がら社会保障上のセーフティネット機能を担う⽣活困窮者⾃⽴⽀援事業には⽀援者を⽀援する仕組み
が少なく、この活動を継続するための事務局機能を維持するためには、国の施策としての位置づけも含
め、⽣活困窮者⽀援における⽀援者⽀援の必要性について議論を重ねていく必要があります。また、全
国においては⽀援者⽀援の機能の有無は、地域のネットワークや⾃治体、個⼈などの地域の発展に任
せているため地域に応じた⽀援者⽀援の在り⽅を把握し、⽣活困窮者⽀援における⽀援者⽀援の機
能と役割について明らかにしていく必要があります。



 
 

 
 

  



 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本事業は一般社団法人北海道ねっとわーくが独立行政法人福祉医療機構より 
令和５年度（補正予算）社会福祉振興助成事業の助成を受け実施しました。 

 

一般社団法人北海道ねっとわーく 

札幌市中央区南８条２丁目 市民活動プラザ星園 306号室  

TEL：090－1304－9522 


